
新宿シティハーフマラソン･区民健康マラソン 

救護計画 

 

１ 救護体制 

（１）大会会場及びコース沿道への救護拠点の設置 

① 医師及び看護師を構成員とし、応急救護用品を配備した「医療班」を配置する。 

② 救護拠点は、国立競技場内医務室、仮設テント、車両とする。 

③ ハーフマラソン最後尾には、医療班が乗車した車両を追走させる。 

（２）その他コース沿道の救護体制 

① コース沿道約 450ｍ間隔に救護スタッフを各３人程度配置し、かつＡＥＤを所持し、

「救護班」として待機する。 

② 医療班及び救護班はＩＰ無線を所持し、緊急時に対応する。 

③ ハーフマラソン、１０ｋｍ、３ｋｍ実施時にランナーに帯同走行し、傷病者や急

病人が発生した際、応急救護対応する救護ランナーを配置する。 

④ 救護スタッフ及び救護ランナーは、応急救護知識を有する人員とし、日本赤十字

社東京都支部、国立国際医療研究センター病院、東京医科大学病院、東京女子医

科大学病院に派遣または募集協力を依頼し配置する。 

⑤ コース沿道約 30ｍ間隔に、ボランティアスタッフ 1人を配置する。 

⑥ ハーフマラソン実施時に、緊急車両横断地点に消防署員・消防団員の対応を依頼

する。 

 

[緊急時対応フロー] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故発見 

初動対応 
周辺のスタッフ応援要請【声かけ】 

事故の状況把握 

応急処置等 

必要な場合 

周辺スタッフと協力分担体制を構築 

救護班(AED所持)の手配要請【直接呼びに行く】 

エリア長への対応要請【直接または電話】 

応急処置等 

対応者 
エリア長等 応急処置等を継続 

本部へ報告【IP無線】 

救急車両要請【携帯電話】 ※必要な場合 

応援スタッフ要請【IP無線】 

※周辺エリア、警察・消防等関係機関、周辺救護班のスタッフが 

より早く状況把握できるよう、初動は IP無線を使用する。 

搬送が 

必要な場合 

救護車両または収容バスで搬送する場合、収容バス担当スタッフに引き継ぐ。 

救急車で搬送する場合、エリア長または新宿区職員が同乗する。 

該当ランナーは途中棄権とする。 

伝える事項 

① 発生場所 

② 発生事項の内容 

③ 傷病者のビブスナンバー 



 

 

２ 医師・看護師配置計画 

医療班Ａ 

室内 

救護拠点①国立競技場内 GATE2付近医務室 
終日 

医師 2名 看護師 2名 

医療班Ｂ 

仮設テント 

救護拠点②明治神宮外苑 聖徳記念絵画館前 
終日 

医師 1名 看護師 1名 

医療班Ｃ 

仮設テント 

救護拠点③大京町 

大京町 30番地新宿区材料置場 
ハーフマラソン 

１０ｋｍ 
医師 1名 看護師 1名 

医療班Ｄ 

車両 

救護拠点⑤新宿駅東口駅前 

旧新宿アルタ前交差点付近 

～最後尾通過後追尾 

１０ｋｍ２周目最後尾追尾 

ハーフマラソン 

１０ｋｍ 

医師 1名 看護師 1名 

医療班Ｅ 

車両 

救護拠点④ 新宿二丁目南 

～往路最後尾通過後・移動～ 

救護拠点⑥ 合羽坂下 

～移動 神宮外苑円周路 

ハーフマラソン 

２ｋｍ・１ｋｍ 

医師 1名 看護師 1名 

医療班Ｆ 

車両 

救護拠点⑦ 津の守坂 

～復路最後尾通過後・追尾 ハーフマラソン 

医師 1名 看護師 1名 

医療班Ｇ 

車両 

救護拠点⑧ 神楽坂(善國寺境内) 

～復路最後尾通過後・棄権ランナー等収容移動 ハーフマラソン 

医師 1名 看護師 1名 

 

３ ＡＥＤ配置計画 

各医療班に配備するほか、コース沿道の歩道 450ｍに 1か所を基準として配備する。 

上り下り両側の車線を走路とする場合、即座に横断してＡＥＤを取りに行くことが困

難な箇所(靖国通り等)については、450ｍ以内にＡＥＤが在する場合であっても計算の

基準とはしない。 

【基準の根拠】 

(公財)日本心臓財団日本循環器学会 AED 検討委員会による AED 設置基準は「300m ごとに AED

が設置されていると、150m/分で早足で取りに行けば、その間のどこからでも 1分以内で AEDが届き、5

分以内に除細動が可能となる。」とされている。 

すなわち、輸送時間は往復で 2 分以内とされているところ、大会では AED の配備箇所にスタッフを、

配備箇所の存する区間に連絡手段（携帯電話・IP 無線）を持った責任者を配置することで、配備箇所ま

で取りに行かずとも AEDを輸送することが可能である。 

このため、連絡時間を 30 秒、残時間 1 分 30 秒を輸送時間と見込み、片道 225ｍ(輸送時間 1 分 30

秒×150ｍ/分)×2台=450ｍを配備の基準とした。 

そのほか、実行委員会が配備するもののほかに、周辺施設においてもＡＥＤ借用可否

を確認、可能な場合は緊急時に借用し、借用後は実行委員会で消耗品を補充する。 



1 コース沿道配置AED

№ 管理区間名 救護班構成

1 Ａ-2 観音橋交差点 国立競技場側 日本赤十字社救護ボランティア

2 Ａ-3 外苑橋下交差点 国立競技場Ｐ１入口前 日本赤十字社救護ボランティア

3 A-4 国立競技場北側 Hゲート外側　円周路三角地帯の南端 日本赤十字社救護ボランティア

4 A-7 神宮球場裏 神宮外苑トイレ付近 日本赤十字社救護ボランティア

5 A-10 権田原西 日本赤十字社救護ボランティア

6 A-13 首都高速道路外苑出口先 日高屋向かい 日本赤十字社救護ボランティア

7 A-14 大京町交差点南 日本赤十字社救護ボランティア

8 B-3 大京町北横断歩道 日本赤十字社救護ボランティア

9 B-4 四谷四丁目交差点 大京町(ファミリーマート)前 日本赤十字社救護ボランティア

10 B-5 御苑トンネル 四谷側入り口 日本赤十字社救護ボランティア

11 C-1 御苑トンネル 中央待避所 東京医科大病院

12 C-1 御苑トンネル 新宿側出口 東京医科大病院

13 C-4 新宿三丁目交差点 ALLU前 東京医科大病院

14 C-5 新宿三丁目交差点 伊勢丹前 東京医科大病院

15 C-6 新宿二丁目交差点 交差点東(セブンイレブン)側 東京医科大病院

16 C-8 新宿一丁目北交差点 コインパーク側 東京医科大病院

17 C-9 富久町西交差点 花園(ローソン)側 東京女子医科大学病院

18 D-2 富久町交差点 南側 東京女子医科大学病院

19 D-3 富久町遊び場向かい 東京女子医科大学病院

20 D-4 曙橋立体交差下 地下鉄A4出口前 東京女子医科大学病院

21 D-6 帝国データバンク前 市谷本村町 東京女子医科大学病院

22 D-7 市谷八幡町交差点 交番横 東京女子医科大学病院

23 E-2 市谷田町交差点 DNPenguin前 東京女子医科大学病院

24 E-4 市谷船河原町 ぽけっとランド市ヶ谷保育園前 東京女子医科大学病院

25 E-5 神楽坂下交差点 スターバックス前 東京女子医科大学病院

26 F-1 神楽坂下 神楽坂仲通り入口(ファミリーマート前) 東京女子医科大学病院

27 F-2 神楽坂上交差点 交番向かい(コース内側) 東京女子医科大学病院

28 F-3 筑土八幡交差点 神楽坂側 東京女子医科大学病院

29 F-5 飯田橋交差点 神楽坂側 東京女子医科大学病院

医療班配置AED

№

1

2

3

4

5

6

※医療班Aは国立競技場内医務室に配備のため、施設既存のAEDを使用する。

そのほか主な近隣施設にあるAED

管理区間名

国立競技場内　医務室 A-2 医療班A

神宮外苑室内テニスクラブ A-8

信濃町交番 B-1

大京町交番 B-3　向かい

新宿四丁目交番 C-2　先

御苑大通り交番 C-6

富久町交番 D-2　向かい

八幡前交番 D-7

神楽坂上交番 F-3　向かい

牛込消防署 F-3　向かい

津久戸小学校 F-4

C-5　新宿駅東口前　～　車両移動

B-2　大京町材料置場

A-12　神宮外苑絵画館前

管理区間名

救護班及びAED配置計画一覧

現地配置場所

施設名

医療班G

医療班F

医療班E

医療班D

医療班C

医療班B

医療班名

E-2　神楽坂善國寺　～　車両移動

D-5　津の守坂児童遊園　～　車両移動

C-3　新宿二丁目南　～　D-5　合羽坂下　～　車両移動


